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2008 年 夏季関東内陸部に おける大気微小粒子組成の 高時間分解観測
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【は じめ に 】

大気環 境中の 微小粒 子 中に は ，人 為発 生源 や 自然か ら の
一

次排出 だ け で な く，大気中 の 光化 学反 応に よ り 二

次的 に 生成す る 分 が 多く含ま れ る こ と が考 え ら れ て い る ．微 小 粒子 の 組成を フ ィ ル ター
法 で観測 し た 場合に

は，4 時 間 〜24 時 間 ，粒 径分 布 を 測 定す る た め に は 1 週 間 程 度 の 周 期 で 情報 が 得 られ る．近 年 で は，エ ア ロ

ゾ ル 質 量分析 計に よ る微小 粒 子 の 直接的 な連 続分析 が 多く の 研 究 で 試行 され て お り，高い 時間分解で の 情報

が 得 られ つ つ あ る．本研 究 で は 2008年 夏季 に 関東の 内陸地域 で あ る 前橋市 に お い て ，微小 粒 子 の 観測 を彳∫っ

た 事例 に っ い て 紹介す る ．

【実験1観 測は群馬県前橋市 にあ る衛 生環境研究所 の 建物 3F 実験 室内 に 設 置 し て 行 っ た ，飛行時間型 エ ア 卩

ゾル 質量分析計 （ToF −AMS ） は ，質 量分解能 が やや低 い （単
一

質量計測 に 近 い ）V−mode と精密質量 計測 を行

うた め の W −mode を ，5 分毎に 交 互 に 切替え て デ ータ を採 取 した．ま た ，　 AMS は 不 揮発 性 の 成分 が測定 で き

な い た め，ブ ラ ソ ク カ
ー

ボ ン （BC ）濃度計 （5012MAAP ）に よ る BC 濃度の 計測 も同 時 に 行 っ た ．こ の とき

30 分毎 の 積算値 と して デ
ー

タを採取 し た．

【結果 と考察】

観測期間中 の 2008 年 7 月 24 日

か ら 8 月　12　日に おけ る，微小

粒 子 濃 度 （PMI （AMS ＋BC ）；有

機物 ，硝酸塩 ，硫酸塩 ，ア ン モ

ニ ウム 塩，塩化物，BC の 合計）

と 粒 子 組 成 の 割 合 を時 系列 で

図 1 に示 す．微 小粒 子濃度は 目

中や 夜間 に濃度 上 昇す る期 間

が い く っ か観測 さ れ，そ の 組成

の 割 合 は 劇 的に 変化 し て い る

こ とが確認 され た．ToF−AMS を

用 い た観 測 で は ，有機 エ ア ロ ゾ

ル 質 量 ス ペ ク トル の 精 密 質量
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図 1．PM1 濃度な らびに 微 小粒 子 組成 （有機物，硝酸塩．硫酸塩，ア ン モ ； ウム

　　 塩，塩化 物，BC ）の 割合 に 対する時系列変化

よ り元 素 （主 に C ，H ，0 ） の 推 定 が 試行 され て い る こ と

か ら
L
，有機物 濃度 お よ び そ の 元 素組成 比 （O ／C 比 ）の 目

内変化 を 図 2 に 示 す ．有機 物 の 濃度 と粒 子 中 の 酸 素 と 炭

素 の 元 素 比 （O〆C 比 ）が 日 中 に 増 加 し，酸化 され た有機 粒

了
・の 割 合 が 増加す る傾 向 で あ っ た ．0 ／C 比 に つ い て ，デ ィ

ーゼ ル 排 ガ ス で は 0．03 程度 で 二 次有機 粒 子 （トル エ ン fNO

系な ど ）は 0．4 程度 と い う報 告が あ り
2
，二 次 生 成有機粒

子 が寄 与 し て い た 可 能性 が示 唆 され た．
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図 2，有 機 物 （上 〉 な らびに 酸素ノ炭素 元 素 （OIC ）

　 比 （下 ） の 日 内 変動、
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